

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北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
開
業

企業誘致へ制度転換、観光施設整備や二次交通充実も

首都圏からのアクセス良好に
福井県知事　杉本　達治氏　　

都市の未来図
（６）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

　文化、風土、住む人の生活様式などにより多様化している都市構造。それは、時代の要請やテク
ノロジーの進化によって変容していく。本特集では、年春に北陸新幹線金沢・敦賀間開業を控
える福井県や近未来都市「ウーブン・シティ」の建設が進む静岡県裾野市など都市構造のアップデー
トが進む自治体のトップと識者インタビュー、交通系の大規模プロジェクトなどを紹介する。

　（すぎもと・たつじ）年
東大法学部卒、同年自治省（現
総務省）入省、年福井県総
務部長、年同県副知事、年
総務省退官、年４月の知事選
で初当選し、現在２期目。岐阜
県出身。座右の銘は「人に処す
ること藹然（あいぜん）」。

恐竜列車

恐竜バス

北陸新幹線金沢・敦賀間略図
（ＪＲ西日本報道発表資料から）

恐竜博物館

　


北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
開

業
で
起
こ
る
変
化
は


　
﹁
北
陸
新
幹
線
で
東
京
と
１
本
で
結

ば
れ
る
こ
と
で

福
井
の
認
知
度
が
向

上
し
ま
す

金
沢
・
敦
賀
間
開
業
で


首
都
圏
の
方
々
に
乗
り
換
え
無
く

３

時
間
以
内
で
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可

能
と
な
り

よ
り
多
く
の
方
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
﹂

　


経
済
面
で
は
ど
う
変
わ
る
か


　
﹁
付
加
価
値
の
高
い
企
業
が
集
ま
り

や
す
く
な
り
ま
す

金
沢
・
敦
賀
間
開

業
に
向
け
て
高
賃
金
働
き
や
す
い


女
性
活
躍
が
進
ん
で
い
る
と
い

た
付

加
価
値
を
持
ち

社
会
的
ス
テ

タ
ス

の
高
い
企
業
に
来
て
い
た
だ
き
や
す
い

企
業
誘
致
制
度
に
大
幅
転
換
し
ま
し

た

５
月

日
に
オ

プ
ン
し
た

産

業
技
術
総
合
研
究
所
の
北
陸
デ
ジ
タ
ル

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

に
よ

て

高

度
な
人
材
や
副
業
人
材
の
行
き
来
を
活

発
化
さ
せ

産
業
の
高
度
化
を
狙

て

い
ま
す
﹂

　


ま
ち
づ
く
り
面
で
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
か


　
﹁
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
開
業

を
は
じ
め

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
全

線
開
通
な
ど
高
速
交
通
ネ

ト
ワ

ク

の
整
備
を
機
に

県
都
に
ふ
さ
わ
し
い

都
市
機
能
を
再
構
築
し
中
・
長
期
視
点

に
立

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す


２
０
２
２
年

月
に
福
井
商
工
会
議

所

福
井
市
と
共
同
で

﹃
県
都
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
﹄
を
策
定
し
ま
し
た


こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

主
に
福

井
駅
周
辺
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

そ

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
一
つ
が

５
０
０

０
人
以
上
を
収
容
可
能
な
多
目
的
ア
リ


ナ
の
整
備
で
す

現
在

こ
の
ア
リ


ナ
に
プ
ロ
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
の

﹃
Ｂ
リ

グ
﹄
誘
致
を
検
討
し
て
い
ま

す
ま
た
駅
前
の
再
開
発
ビ
ル
周
辺
の

商
店
街
へ
の
補
助
金
の
強
化
を
行
い


新
し
い
店
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
る
ほ
か

県
庁
舎
が
位
置
す
る

福
井
城
址
に
櫓
︵
や
ぐ
ら
︶
を
復
元
す

る
な
ど

歴
史
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行


て
い
き
ま
す
﹂

　
﹁
当
面
の
終
着
駅
に
な
る
敦
賀
駅
を

観
光
の
起
点
と
す
る
べ
く

敦
賀
市
の

金
ケ
崎
に
オ

ベ
ル
ジ

︵
宿
泊
設
備

を
備
え
た
レ
ス
ト
ラ
ン
︶
な
ど
を
主
体

と
し
た
複
合
観
光
施
設
を
設
け
る
ほ

か

氣
比
神
宮
周
辺
に
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
整
備
を
行
い
ま
す

ま
た

越

前
た
け
ふ
駅
や
芦
原
温
泉
駅
周
辺
も
開

発
を
進
め

北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀

間
の
開
業
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
﹂

　


観
光
面
で
の
方
策
は


　
﹁
﹃
恐
竜
王
国
福
井
﹄
と
し
て

県

立
恐
竜
博
物
館

恐
竜
列
車

恐
竜
バ

ス

恐
竜
ホ
テ
ル
な
ど

恐
竜
を
中
心

と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
重
点
的
に
展
開

し
ま
す

ま
た

二
次
交
通
の
充
実
を

図
り
ま
す

福
井
駅
な
ど
新
幹
線
停
車

駅
を
発
着
地
と
し
た

観
光
地
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア

も
多
数
運
行
さ
れ
る
予
定

で
す

観
光
客
の
皆
さ
ま
に
快
適
に
観

光
地
を
巡

て
い
た
だ
け
る
よ
う

道

路
や
道
路
案
内
板
を
整
備
し
た
り

特

定
の
場
所
へ
決
ま

た
金
額
で
行
け
る

定
額
タ
ク
シ

を
増
や
し
た
り
な
ど
し

て
い
き
ま
す
﹂

　﹁
宿
泊
需
要
増
も
見
込
ん
で
い
ま
す


福
井
駅
前
で
は

世
界
各
地
で
ブ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
マ
リ
オ

ト
・

イ
ン
タ

ナ
シ

ナ
ル
が
手
が
け
る
コ


ト
ヤ

ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ

ト
　

福
井
が
来
春
開
業
し
ま
す

恐
竜
博
物

館
付
近
で
は
星
野
リ
ゾ

ト
が
ホ
テ
ル

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

敦
賀
駅
周

辺
だ
け
で
な
く

三
国
港
や
永
平
寺
町

に

風
情
が
あ
り
質
の
高
い
宿
泊
施
設

を
整
備
し
て
い
ま
す
﹂

　
﹁
嶺
南
地
域
で
は

レ
イ
ン
ボ

ラ

イ
ン
︵
福
井
県
道
２
７
３
号
線
︶
周
辺

や
若
狭
湾
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル

ト
の

整
備
を
行

て
い
ま
す

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
︵
訪
日
外
国
人
客
︶
関
係
で
は

台

湾
と
の
直
行
便
が
あ
る
石
川
県
の
小
松

空
港
を
北
陸
３
県
で
活
用
し
て
い
き
ま

す

北
陸
３
県
に
人
を
集
め

今
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
北
陸
の
観
光
地

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
考
え
で
す

来

年
開
業
す
る
日
本
郵
政
の
商
業
施
設
・

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪︵
大
阪
市
︶内
に
は


北
陸
３
県
の
合
同
情
報
発
信
拠
点
が
入

居
予
定
で
す
﹂

　


北
陸
新
幹
線
全
線
開
通
へ
の
思

い
は


　
﹁
北
陸
新
幹
線
の
価
値
は

敦
賀
・

新
大
阪
間
の
開
通
で
大
き
く
変
わ
り
ま

す

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の
際

北

陸
新
幹
線
が
大
阪
ま
で
つ
な
が

て
い

る
か
否
か
に
日
本
の
命
運
が
か
か

て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す

地
震
に
よ


て
東
海
道
新
幹
線
は
致
命
傷
を
負
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん

一
方

北
陸
新
幹
線

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
影
響
が
比

較
的
少
な
い
小
浜
・
京
都
を
通
り
ま
す


南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
前
に
全
線
開
通

し
て
い
れ
ば

東
京
・
大
阪
間
の
輸
送

体
制
を
維
持
で
き

鉄
道
交
通
の
不
通

に
よ
る
経
済
的
不
利
益
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す

国
家
プ
ロ
ジ

ク
ト
と

し
て

１
日
も
早
い
全
線
開
通
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
﹂

　


全
線
開
通
で
変
わ
る
こ
と
は


　
﹁
福
井
と
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の

三
大
都
市
間
が
短
時
間
で
行
き
来
可
能

と
な
り

地
理
的
有
利
性
が
向
上
し
ま

す

福
井
県
小
浜
・
若
狭
エ
リ
ア
は
京

都
駅
と

分
で
結
ば
れ
ま
す

気
軽
に

往
来
で
き

通
勤
・
通
学
も
可
能
な
立

地
と
な
り
ま
す

風
光
明
美
な
自
然
や

か
つ
て
御
食
国
︵
朝
廷
に
食
料
を
献
上

し
た
国
︶
と
し
て
誇

た
食

数
々
の

名
刹
︵
め
い
さ
つ
︶
な
ど
の
歴
史
・
文

化
を
生
か
し
な
が
ら

観
光
客
増
を
図


て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

こ

れ
に
備
え
て

民
泊
を
改
装
す
る
補
助

制
度
や
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ

ン
グ
を

行

て
い
ま
す
﹂

　


若
年
層
を
中
心
に
毎
年
２
０
０

０
人
前
後
が
県
外
に
流
出
し
て
い
ま

す


　
﹁
東
京
に
人
口
を
集
め
る
社
会
政
策

の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

大
学
定

員
の
地
方
分
散
を
国
策
と
し

地
方
で

は
企
業
の
法
人
税
を
減
税
す
る
な
ど


東
京
と
地
方
で
差
を
設
け

地
方
に
人

を
集
め
る
仕
組
み
を
国
が
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
﹂

　
﹁
福
井
県
で
は

高
付
加
価
値
企
業

の
誘
致
や
日
本
一
幸
福
な
子
育
て
県

﹃
ふ
く
育
県
﹄
と
い
う
取
り
組
み
を
行


て
い
ま
す

そ
の
結
果


年
度
は

福
井
県
へ
の
移
住
者
﹃
新
ふ
く
い
人
﹄

が
前
年
度
比
２
割
増
の
１
２
２
９
人
と

な
り
ま
し
た

特
に
そ
の
中
の
６
割
が




代
の
子
育
て
世
代

さ
ら
に
移

住
世
帯
全
体
の

％
が
Ｉ
タ

ン
世
帯

と
な
り
ま
し
た
﹂

　


福
井
県
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
る
に
は


　
﹁
質
の
高
い
観
光
だ
け
で
な
く

オ


ダ

メ
イ
ド
の
鯖
江
眼
鏡
販
売
や
越

前
打
刃
物
を
研
ぐ
体
験
な
ど

唯
一
無

二
の
体
験
が
で
き
る
ク
ラ
フ
ト
ツ

リ

ズ
ム
を
実
施
す
る
べ
く

企
業
と
協
力

し
て
い
ま
す

永
平
寺
や
恐
竜
博
物
館

な
ど
で
の
唯
一
無
二
な
体
験
と

離
着

陸
の
時
間
調
整
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
と
い
う
福
井
空
港
の
特
徴
を
セ


ト
に
し
て

プ
ラ
イ
ベ

ト
ジ


ト

を
利
用
す
る
富
裕
層
の
呼
び
込
み
も
進

め
て
い
き
た
い
と
思

て
い
ま
す
﹂


︵
記
事
内
写
真
提
供
・
福
井
県
︶

Interview



　都市の未来図　　北陸新幹線金沢～敦賀間

福井県あわら市長　

森　之嗣
石川県加賀市長　

宮元　陸
石川県小松市長　

宮橋　勝栄

福井市長　

東村　新一
福井県越前市長

山田　賢一
福井県敦賀市長

米澤　光治

　開業を控える地元の期待　
（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）�������������� ��������������

　目前に迫った年春の北陸新幹線福井県内延伸に対し、ご尽
力いただいております関係者の皆様に心から感謝申し上げます。
　これまであわら市では、北陸新幹線芦原温泉駅開業に向けて、
駅および駅周辺を福井県の北の玄関口にふさわしい交通結節点と
するため、周辺道路をはじめ、立体駐車場や東西自由通路、東西
交通広場などの整備を進めてまいりました。
　あわせて、市民や来訪者などが集い交流できるにぎわい施設
「アフレア」を駅西口に整備し、本年３月に新たな市のランドマー
クとしてオープンいたしました。
　来春の芦原温泉駅開業は、ゴールではなく新たなスタートと位
置付けております。北陸新幹線敦賀延伸により、首都圏との移動
時間の短縮や利便性の向上が図られることで、人やモノの流れが
変化していきますので、観光・移住・企業活動など多方面におい
て好循環を生み出す取り組みを進めているところです。
　特に、市内には歴史・自然・食などの魅力的な観光素材が数多
く存在し、近隣市町にも東尋坊や大本山永平寺、恐竜博物館とい
った全国的にも知名度の高い観光地がありますので、福井県随一
の「あわら温泉」を北陸観光の拠点にしていただけるよう、さら
に万全の受け入れ態勢の整備を進めてまいります。
　 　
特産品　メロン、スイカ、芦原梨、とみつ金時、越前柿、越のル

ビー、ガラス工芸品
観光地　あわら温泉、芦湯（足湯）、金津創作の森美術館、北潟

湖畔公園、吉崎御坊跡、あわら市郷土歴史資料館

あ
わ
ら
温
泉
を
北
陸
随
一
の
観
光
拠
点
に

　加賀市は、山代温泉・山中温泉・片山津温泉という趣の異なる
３温泉地を有しているほか、城下町大聖寺や北前船の船主集落の
ある橋立などの歴史や、九谷焼、山中漆器などの文化に恵まれた、
北陸有数の観光地であります。来年２月には、本市を舞台とした
映画が公開されるなど、加賀温泉郷への注目が高まっております。
　また、本市は、先端技術を活用した便利で安心して暮らせる持
続可能な「スマートシティ」を目指し、さまざまな取り組みを進
めてまいりました。昨年４月には、本市が提案した医療・健康分
野や交通分野の取り組みが先進的なものとして、国の「デジタル
田園都市国家構想」を先導する国家戦略特区である「デジタル田
園健康特区」に認定されました。今後は、国と共に規制改革に取
り組み、世界一ビジネスしやすい環境を整備してまいります。
　年の北陸新幹線加賀温泉駅開業は、国内外からの誘客のみ
ならず、企業やスタートアップなど産業集積においても、本市が
飛躍を遂げるチャンスであります。さらなる市の発展を目指し、
今後も積極的な施策を展開してまいります。
　 　
特産品　加賀カニごはん、加賀パフェ、日本酒、ぶどう、なし
観光地　山代、山中、片山津温泉の総湯、九谷焼美術館、鶴仙渓、

魯山人寓居跡いろは草庵、中谷宇吉郎雪の科学館

国
内
外
か
ら
の
誘
客

産
業
集
積
の
チ

ン
ス

　いよいよ、年春に長年の悲願であった北陸新幹線小松駅が
開業いたします。ここに至るまでにご尽力いただきました多くの
方々に心から感謝申し上げます。
　北陸新幹線小松駅開業は、北陸の空の玄関口である小松空港が
立地する本市にとって千載一遇のチャンスであり、駅・空港周辺
のさらなる都市機能と魅力の強化、かつてない大胆なプロモーシ
ョンの実施、企業・オフィス誘致などに取り組んでいるところで
す。そして、ひと・ものの交流を拡大させ、新産業の創出や民間
投資の誘発、移住定住人口の増加等が図られることで、小松市の
大いなる飛躍につなげられるよう、好循環を創り出すまちづくり
に向けて取り組んでまいります。
　また、新幹線駅から約．㎞の近い位置に国際空港である小松
空港が立地することから、駅と空港の連絡性・一体性を高めるた
め、小松駅・空港間において次世代技術を駆使した自動運転バス
の導入を目指しています。この２大交通都市機能を生かし、国内
外から多くの方々を呼び込むことで、「世界に時めく日本海側の
拠点都市こまつ」を目指していきたいと考えております。
　 　
特産品　小松うどん、トマト、塩焼きそば、地酒
観光地　那谷寺、あわづ温泉、木場潟公園、安宅の関、日用苔の

里、日本自動車博物館

小
松
空
港
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を
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を
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新
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開
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に
先
立
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２
０
４
０
年
見
据
え
官
民
一
体
で
ま
ち
づ
く
り

　福井市にとって念願であった北陸新幹線福井開業がいよいよ間
近になりました。来年春には、様々な夢と希望を乗せた北陸新幹
線「かがやき」が福井駅のホームに到着し、恐竜モニュメントが
お迎えします。
　百年に一度と言われるこの好機を生かすため、本市では、福井
駅周辺の再整備や、全国に誇れる歴史、文化、自然、食の磨き上
げなどの準備に取り組み、おもてなしの充実を図ってきました。
　また、月には、新幹線福井駅舎と一体的に整備した福井市観
光交流センターをオープンするほか、駅前広場に福井県と本市で
複数の恐竜モニュメントを整備するなど、福井を訪れた方がワク
ワクする取り組みも進めています。
　さらに、開業効果を持続的なものとするため、福井商工会議所
の八木会頭と福井県の杉本知事と私の三人でタッグを組んで「県
都グランドデザイン」を策定し、年を見据えた県都の将来像
実現に向け、官民一体となってまちづくりを進めているところで
す。
　今後も、新幹線開業が地域にもたらす大きなインパクトと変化
を未来への推進力に変え、県都として、全国に誇れるふくいの実
現のためまちづくりに力を注いでまいります。
　 　
特産品　越前おろしそば、越前がに、羽二重餅、水ようかん、ソー

スカツ丼、金福すいか、六条大麦、オリーブ、繊維製品、
和ろうそく

観光地　一乗谷朝倉氏遺跡、一乗滝、名勝養浩館庭園、福井城址、
越前海岸、足羽山公園、足羽川桜並木

　年春、いよいよ北陸新幹線が福井県に延伸されます。
　新設される「越前たけふ駅」は、本市に飛来するコウノトリを
モチーフに、美しい自然環境を未来へつないでいくシンボルとな
る駅をイメージしてデザインされています。
　また、新幹線駅に隣接して、道の駅「越前たけふ」が本年３月
に開業しました。越前ガニをはじめとした新鮮な海産物や越前お
ろしそばなど、地元の食文化を堪能できます。また、本市が誇る
国指定の伝統的工芸品「越前和紙」・「越前打刃物」・「越前箪
笥」の歴史と技にも触れていただくことができます。
　新幹線駅の周辺については、北陸自動車道武生ＩＣや国道８号
と近接する人流・物流の結節点としてのポテンシャルを最大限に
発揮させたいと考えています。新幹線開業は千載一遇のチャンス
であります。企業の研究開発拠点や、工芸・アート・学術・スポー
ツなど、幅広い交流の拠点としていく考えです。多様な産業の集
積により、若者のＵＩＪターンを実現させ、さらに、さまざまな
人が集い交流するクリエイティブに成長するまちを目指してまい
ります。
　 　
特産品　越前和紙、越前打刃物、越前箪笥、越前おろしそば、ボ

ルガライス、たけふ駅前中華そば
観光地　越前和紙の里、岡太神社・大瀧神社、紫式部公園、万葉

の里味真野苑、武生中央公園だるまちゃん広場

　今年４月の統一地方選挙により、敦賀市長に就任した米澤光治
です。
　百年に一度のまちづくりの機会とも言われる、北陸新幹線敦賀
開業が来春に迫り、敦賀は大きな転換点を迎えています。
　北陸新幹線で東京圏に直通で結ばれますと、敦賀駅は関西圏か
らの特急「サンダーバード」、中京圏からの特急「しらさぎ」と
合わせ、三大経済圏からの路線の終着駅となります。これからは
東京からも大阪からも名古屋からも「敦賀行き」とコールされる
ようになり、大きな「終着駅効果」を発揮できるチャンスと期待
しています。
　この機会を逃すことなく、敦賀港や高速道路も含めた交通面で
の優位性を生かした企業誘致や、経済効果を重視した稼ぐ観光政
策を推し進め、地域経済の活性化に取り組みます。将来的には大
阪延伸を見据え、「ふるさと敦賀に残り、敦賀から関西圏へ通勤
・通学」が選択肢となるまちづくりも視野に入ってきました。こ
の敦賀の『あたらしいステージ』に市民とともに駆け上がってい
くのが私の大きな目標です。
　皆様には、北陸新幹線に乗って、ぜひ、あたらしい敦賀にお越
しいただき、敦賀のまちの良さを体験していただければ幸いです。
　 　
特産品　おぼろ昆布、敦賀ふぐ、敦賀真鯛、ソースかつ丼、豆ら

くがん
観光地　氣比神宮、気比の松原、敦賀ムゼウム、敦賀赤レンガ倉

庫



　　都市の未来図　

持続可能な社会基盤を整備

新
工
業
団
地
形
成
に
向
け
計
画
着
手

スマートＩＣ設置へ検討開始
まちづくりデザインの実現に向けて

静岡県裾野市長　村田　悠氏　　

まちづくりデザインの実現に向けて

（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

ＪＲ岩波駅周辺開発のイメージパース（提供：裾野市）

　（むらた・はるかぜ）
年日本大学卒業。参議院議
員秘書、介護福祉医療関連
会社役員を経て、年裾野
市議会議員初当選、年再
選。年１月静岡県裾野市
長選に初当選。裾野市出身、
歳。

新富士裾野工業団地（提供：裾野市）

トヨタ自動車らが整備を進める近未来型都市
「ウーブン・シティ」。現在、第１期エリアの
建築本体工事が進行中
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が

ど

の
分
野
も
﹃
実
証
﹄
に
と
ど
ま
り

市

民
生
活
に
直
結
す
る
﹃
導
入
﹄
に
至
ら

ず

構
想
と
し
て
は
機
能
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た

ま
た

市
の
総
合
計
画
と

は
全
く
別
の
構
想
が
掲
げ
ら
れ

市
役

所
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か

市
民

に
と

て
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
し
た

そ
の
た
め

大
そ
れ

た
構
想
を
掲
げ
る
の
で
は
な
く

身
近

な
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
一
つ
一
つ

解
決
す
る
方
向
に
転
換
し
ま
し
た

市

民
が
抱
え
る
課
題
を
一
つ
一
つ
抽
出

し

市
民
に
寄
り
添

た
形
で
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
﹂

　


地
元
建
設
産
業
界
に
メ

セ


ジ
を


　
﹁
裾
野
市
は
積
極
的
な
工
場
誘
致
を

進
め
て
お
り

今
後
間
違
い
な
く
日
本

の
国
益
に
貢
献
で
き
る
街
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す

各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
︵
新

東
名
ス
マ

ト
Ｉ
Ｃ

道
の
駅
な
ど
︶

に
加
え
て
工
業
団
地
の
造
成
や
市
内
の

開
発
な
ど

建
設
産
業
界
の
皆
さ
ま
が

活
躍
で
き
る
機
会
が
増
え
る
と
予
想
し

て
い
ま
す

技
術
力
向
上
に
努
め
て


引
き
続
き
裾
野
の
発
展
に
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
﹂


　裾野市では今年３月、ＪＲ岩波駅周辺整備の具体
化に向けて「岩波駅周辺まちづくりの道しるべま
ちづくりデザインノート」を策定した。岩波駅周
辺地区まちづくりワークショップや岩波駅周辺地区
まちづくり推進会議などを踏まえ、市が作成した
「まちづくリデザイン」の基本的な指針で、地域住
民・行政・事業者など全ての関係者で将来像を共有
し、魅力的な空間を目指す。
　同ノートは「まちづくりデザイン」を施設の形状
や色調だけでなく、使い方や管理運営などを含めた
概念と定義。「富士山麓の美しい風景に未来技術が
溶け込む、地域が主体のまちづくり」を将来像のア
プローチとし、設計方針を▷富士山、愛鷹山、箱根
山のすそ野に広がるふるさとの原風景を大切にする
まちづくり▷未来技術を取り入れ、住む人・働く人
・訪れる人にとって居心地と使い勝手の良い岩波の
価値を高めるまちづくり▷人と人との交流が賑わい
と心地よい公共空間を創り出す人が主役のまちづく
り三つに設定した。
　市では市民協働のまちづくりを推進するため、交
流やにぎわい創出に向けた市民による考案と発意
（ソフト）を重視。計画・設計段階からワークショッ
プなどを通じた積極的な取り組みを尊重している。
魅力的な景観形成に当たって同ノートへの理解促進
と、市民意識醸成も図る。また駅前拠点誘導施設
（モビリティーハブ施設、にぎわい拠点施設）整備
や公共空間の一部運営管理などに民間活力の導入を
検討。市では行政の役割として、周辺環境に応じた
全体の進捗（しんちょく）管理や意見交換などを継
続的に行う予定という。
　なお、市は今年３月時点での情報を基にしている
ため、計画内容や名称などは変更する可能性がある
としている。

　
日
本
有
数
の
工
業
の
街
と
し
て
富
士
山
の
麓
に
広
が
る
静
岡
県
裾
野
市

ト
ヨ
タ
自
動

車
ら
が
計
画
す
る
近
未
来
都
市
﹁
ウ

ブ
ン
・
シ
テ

﹂
の
建
設
が
市
内
で
進
む
中

市

は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る

新
た
な
雇
用
創
出
や
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て

村
田
悠
市
長
に
話
を
伺

た

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　都市の未来図　　

東アジアトップクラスの国際空港へ

海外ビジネスと相乗効果を狙う

　
福岡国際空港株式会社社長　　永竿　哲哉氏

天神
博多容積率割増しビル建て替え促進

都
市
部
に
近
い
利
点
生
か
し﹁
目
的
地
化
﹂も

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

（ながさお・てつや）九大経済学部卒、
西日本鉄道入社。執行役員事業創造本
部副本部長、上席グループ理事、専務
執行役員（現職）。年から福岡国
際空港社長。福岡県出身、歳。

　
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
福
岡
の
都

市
部
に
直
結
す
る
福
岡
空
港
︵
福
岡
市
博
多

区
︶

コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施
設
等
運

営
権
︶
制
度
で
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
空
港

運
営
を
手
掛
け
る
福
岡
国
際
空
港
︵
永
竿
哲

哉
社
長
︶
は

東
ア
ジ
ア
ト

プ
ク
ラ
ス
の

国
際
空
港
を
目
指
し
ハ

ド

ソ
フ
ト
両
面

で
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

ビ
ジ
ネ

ス
や
観
光
の
人
の
移
動
を
支
え
な
が
ら

空

港
自
体
を
目
的
地
化
す
る
こ
と
も
見
据
え
る

永
竿
社
長
に
今
後
の
展
望
を
聞
い
た


　


民
間
に
よ
る
空
港
運
営
が
ス
タ


ト
し
て
か
ら
４
年
が
過
ぎ
た


　
﹁

年
４
月
か
ら
空
港
運
営
が
ス
タ


ト
し
た
が

日
韓
関
係
の
影
響
を
受

け
て
そ
の
年
の
後
半
か
ら
利
用
者
が
減

り

さ
ら
に

年
に
入
る
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
始
ま
り


そ
の
影
響
は
３
年
間
に
及
ん
だ

一
時

期
は
空
港
で
働
く
従
業
員
数
の
方
が
空

港
利
用
者
数
を
上
回

て
い
る
の
で
は

な
い
か

と
思

て
し
ま
う
ほ
ど
の
厳

し
い
状
況
も
あ

た

収
入
面
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た

こ
の
間

会
社

運
営
に
対
し
て
各
方
面
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
で
は
あ
る
が

少
し

引
き
締
ま

た
経
営
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
﹂

　


各
種
施
設
の
整
備
計
画
の
進
捗

︵
し
ん
ち

く
︶
は


　
﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
の
予
想
が
つ

か
な
い
状
況
も
あ
り

元
々
計
画
し
て

い
た
施
設
整
備
を
保
守
的
な
ス
ケ
ジ



ル
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し

て
き
た

国
際
線
タ

ミ
ナ
ル
増
改
築

工
事
は

国
が
工
事
を
行
う
第
２
滑
走

路
の
供
用
開
始
が

年
３
月
と
な
る
こ

と
か
ら

そ
れ
に
併
せ
て
開
業
で
き
る

よ
う
昨
年
着
工
し
た

国
内
線
と
国
際

線
を
つ
な
ぐ
路
線
バ
ス
で
の
移
動
に
時

間
を
要
し
て
い
る
課
題
を
解
消
す
る
た

め
の
内
際
連
絡
バ
ス
専
用
道
や

新
し

い
国
内
線
立
体
駐
車
場
の
整
備
に
も
着

手
し
た
﹂

　


東
ア
ジ
ア
の
ト

プ
ク
ラ
ス
の

国
際
空
港
と
す
る
こ
と
を
ビ
ジ

ン
に

掲
げ
て
い
る

目
標
達
成
へ
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
の
か


　
﹁
ハ

ド
面
の
取
り
組
み
を
進
め
る

一
方

ソ
フ
ト
面
で
は

海
外
の
エ
ア

ラ
イ
ン
に
対
す
る
セ

ル
ス
が
肝
に
な

る
と
考
え
て
い
る

エ
ア
ラ
イ
ン
各
社

へ
の
売
り
込
み
に
よ

て

福
岡
空
港

に
対
す
る
理
解
が
浸
透
し
て
き
て
い
る

と
思
う
﹂

　　
﹁
利
用
者
に
と

て
空
港
は
一
つ
の

通
過
点
に
過
ぎ
な
い

福
岡
の
都
市
部

や
九
州
全
体
の
魅
力
を
説
明
す
る
こ
と

で

エ
ア
ラ
イ
ン
各
社
に
需
要
が
十
分

に
あ
る
こ
と
を
訴
え
続
け
て
い
き
た

い
﹂

　


地
下
鉄
で
直
結
す
る
天
神

博

多
の
街
で
は

ビ
ル
の
建
て
替
え
が
相

次
い
で
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
シ

ン
が
変

わ
ろ
う
と
す
る
都
市
に
至
近
な
空
港
と

し
て

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

い
る


　
﹁
﹃
天
神
ビ

グ
バ
ン
﹄
や
﹃
博
多

コ
ネ
ク
テ


ド
﹄
と
い

た
施
策
で

都
市
の
機
能
ア

プ
に
向
け
た
ビ
ル
の

建
て
替
え
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る


こ
れ
に
よ

て
福
岡
を
目
指
し
た
空
港

利
用
者
が
増
え
る
こ
と
は

運
営
事
業

者
と
し
て
も
あ
り
が
た
い

福
岡
の
知

名
度
が
上
が
り

海
外
の
主
要
都
市
と

福
岡
空
港
を
結
ぶ
路
線
が
増
え
る
な

ど

海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ン
と
の
相

乗
効
果
も
期
待
し
て
い
る

現
在
整
備

を
進
め
て
い
る
国
内
線
・
国
際
線
連
絡

バ
ス
専
用
道
や
国
際
線
側

の
バ
ス
タ

ミ
ナ
ル
は


海
外
か
ら
の
空
港
利
用
者

も
含
め

２
次
交
通
へ
の

乗
り
換
え
に
伴
う
ス
ト
レ

ス
軽
減
が
目
的
だ
﹂

　


博
多

天
神
か
ら

地
下
鉄
で
５


分
と
い

う
近
さ
を
ど
う
生
か
す


　
﹁
国
内
外
か
ら
や

て

く
る
利
用
者
に
と

て
利

便
性
の
高
い
空
港
と
す
る

こ
と
に
加
え

都
市
部
に

近
い
立
地
を
生
か
し
て
空

港
を
目
的
地
化
す
る
よ
う

な
施
設
も
充
実
さ
せ
る

県
内
外
か
ら

博
多

天
神
ま
で
来
た
人
た
ち
に
少
し

足
を
伸
ば
し
て
空
港
へ
も
来
て
い
た
だ

き

楽
し
め
る
よ
う
な
施
設
を
考
え
て

い
く

空
港
の
良
さ
を
十
分
に
感
じ
ら

れ
る
特
色
あ
る
施
設
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
﹂

　


ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
に
入
り
ビ
ジ

ネ
ス
や
観
光
に
よ
る
人
の
行
き
来
も
再

び
活
況
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う


　﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て


リ
モ

ト
で
の
や
り
取
り
が
一
定
程
度

定
着
し
た

そ
の
こ
と
で
人
々
の
移
動

が
減
り

空
港
運
営
に
も
影
響
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

た

生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る
一
方

で

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
対
面
の
良
さ

が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
思
う

日
常

を
取
り
戻
す
中
で
空
港
サ

ビ
ス
を
対

面
か
ら
ア
バ
タ

や
非
接
触
に
切
り
替

え
て
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
も
挑
戦
し

て
い
き
た
い
﹂

　﹁
福
岡
の
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
自

然
も
豊
か
な
九
州
全
体
を
考
え
れ
ば


ビ
ジ
ネ
ス
目
的
以
外
の
空
港
利
用
者
も

今
後
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う

人
々
の
移
動
に
支
え
ら
れ
る
事
業

者
と
し
て
空
港
に
限
ら
ず
港
鉄
道


バ
ス
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら

さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
で
ス
ト
レ
ス
無
く
移
動
で

き
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
﹂

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街なかでビル建て替えが相次いでいる

国
際
線
出
発
ロ
ビ

イ
メ

ジ
︵
福
岡
国
際
空
港
提
供
︶

　
福
岡
の
都
心
部
で
﹁
天
神
ビ


グ
バ
ン
﹂
や
﹁
博
多
コ
ネ
ク

テ


ド
﹂
と
銘
打

た
福
岡

市
の
施
策
を
活
用
し
た
民
間
ビ

ル
の
建
て
替
え
が
続
い
て
い

る

天
神
と
博
多
の
各
エ
リ
ア

内
で
一
定
要
件
を
満
た
す
プ
ロ

ジ

ク
ト
に
容
積
率
の
ボ

ナ

ス
を
付
与
す
る
こ
と
で

更
新

期
を
迎
え
た
ビ
ル
を
耐
震
性
の

高
い
先
進
的
な
ビ
ル
に
建
て
替

え

街
に
働
き

訪
れ
る
人
た

ち
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
げ
る


　
天
神
エ
リ
ア
で
は

﹁
天
神

ビ

グ
バ
ン
ボ

ナ
ス
︵
Ｂ
Ｂ

Ｂ
︶
﹂
を
適
用
し
た
初
弾
案
件

と
し
て

免
震
構
造
や
最
先
端

の
感
染
対
策
を
備
え
た
オ
フ


ス
ビ
ル
を
建
設
し
た
﹁
天
神
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ

﹂
が
２
０
２

１
年
９
月
に
完
成
し
た


　
旧
大
名
小
学
校
の
跡
地
を
活

用
し
た
第
２
弾
の
﹁
福
岡
大
名

ガ

デ
ン
シ
テ

﹂
は

４
月

６
日
か
ら
順
次
開
業

商
業
施

設
﹁
同
ビ
オ
ス
ク
エ
ア
﹂
が
今

月
８
日
に
全
館
開
業
し

続
く


日
に
開
業
す
る
高
層
階
の
ホ

テ
ル
﹁
ザ
・
リ

ツ
カ

ル
ト

ン
福
岡
﹂
を
含
む
大
型
複
合
施

設
と
な
る


　
高
質
・
高
付
加
価
値
な
ビ
ル

や
テ
ナ
ン
ト
移
転
フ
ロ
ア
の
提

供
を
行
う
場
合
に
イ
ン
セ
ン
テ


ブ
を
付
与
す
る
天
神
Ｂ
Ｂ
Ｂ

や
﹁
博
多
コ
ネ
ク
テ


ド
ボ


ナ
ス
﹂
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
換

気
や
非
接
触
対
応
の
設
備
導
入

の
誘
導

建
物
デ
ザ
イ
ン
や
植

樹
活
動

パ
ブ
リ

ク
ア

ト

設
置

ユ
ニ
バ

サ
ル
デ
ザ
イ

ン
採
用
な
ど
に
も
対
象
を
順
次

拡
大

﹁
世
界
に
先
駆
け
た
感

染
症
対
策
シ
テ


﹂
︵
高
島

宗
一
郎
市
長
︶
を
目
指
し
な
が

ら

低
層
部
の
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
や
周
辺
建
物
と
の
連
続
性
に

配
慮
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

後
押
し
し
て
い
る


　
天
神
エ
リ
ア
で
は

﹁
︵
仮

称
︶
ヒ


リ

ク
福
岡
ビ
ル

建
替
計
画
﹂
﹁
福
ビ
ル
街
区
建

替
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂﹁︵
仮
称
︶

天
神
一
丁
目
北

番
街
区
ビ

ル
﹂
﹁
︵
仮
称
︶
住
友
生
命
福

岡
ビ
ル
・
天
神
西
通
り
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ

建
替
計
画
﹂

﹁︵
仮
称
︶天
神
１

７
計
画
﹂

﹁
︵
仮
称
︶
天
神
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ

２
期
計
画
﹂
と
い

た

プ
ロ
ジ

ク
ト
も
進
行
中


　
さ
ら
に
福
岡
パ
ル
コ
と
隣
接

す
る
新
天
町
商
店
街
の
建
て
替

え

西
鉄
イ
ン
福
岡
を
含
む
街

区
の
再
開
発

福
岡
中
央
郵
便

局
と
商
業
施
設
の
イ
オ
ン
シ



パ

ズ
福
岡
を
段
階
的
に
建

て
替
え
る
計
画
も
あ
る


　
博
多
エ
リ
ア
で
は

博
多
コ

ネ
ク
テ


ド
初
弾
の
﹁
博
多

イ

ス
ト
テ
ラ
ス
﹂
が

年
８

月
に
開
業

そ
の
他

﹁
福
岡

東
総
合
庁
舎
敷
地
有
効
活
用
事

業
﹂

博
多
駅
の
線
路
上
空
を

立
体
的
に
活
用
す
る
﹁
博
多
駅

空
中
都
市
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂


博
多
駅
前
の
﹁
西
日
本
シ
テ


銀
行
本
店
本
館
建
替
え
プ
ロ
ジ


ク
ト
﹂
な
ど
も
進
め
ら
れ
て

い
る


　
産
学
官
連
携
で
国
際
金
融
機

能
の
誘
致
も
進
め
る
福
岡
の
都

市
部

相
次
ぐ
ビ
ル
の
建
て
替

え
に
よ

て
生
ま
れ
る
ハ
イ
ク

オ
リ
テ


な
オ
フ

ス
環
境

を
誘
致
の
受
け
皿
と
し
て
期
待

し
な
が
ら

日
本
の
成
長
を
け

ん
引
で
き
る
モ
デ
ル
都
市
を
目

指
し
て
い
く




　　都市の未来図　

「健康長寿社会」を実現する都市へ
求
め
ら
れ
る
の
は
歩
き
た
く
な
る
街

絆をつくり、育て、つなげる取り組みも

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センター　アドバイザー　青木　由行氏

一人一人の幸せ最大化
ＳＩＰで包摂的コミュニティプラットフォーム

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

　
﹁
健
康
長
寿
社
会
﹂
を
実
現
す
る
都
市
の
創
生

を
目
指
す
筑
波
大
学
ス
マ

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ


︵
Ｓ
Ｗ
Ｃ
︶
政
策
開
発
研
究
セ
ン
タ

︵
セ
ン

タ

長
・
久
野
譜
也
教
授
︶
が
昨
年

元
国
土
交

通
省
の
青
木
由
行
氏
︵
不
動
産
適
正
取
引
推
進
機

構
理
事
長
︶
を
ア
ド
バ
イ
ザ

に
迎
え
た

都
市

局
長
時
代
に
提
唱
し
た
﹁
ウ
オ

カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
﹂
と
も
重
ね
合
わ
せ
る
青
木
氏
に

こ
れ

か
ら
の
都
市
空
間
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
話

を
聞
い
た


　政府の戦略的イノベーション創造プログラム（Ｓ
ＩＰ）第３期が年度からスタートした。第３期
課題の一つの「包摂的コミュニティプラットフォー
ムの構築」では、一人一人の多様な幸せを最大化で
きるような科学技術・社会技術が展開されるプラッ
トフォームの構築に取り組む。プログラムを通じて
目指すのは、開発したまちづくり手法を含む仕組み
の社会実装だ。
　筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究
センターの久野譜也センター長がプログラムディレ
クター（ＰＤ）として推進。寛容性や自律性が高め
られる科学技術を基盤とする社会技術が展開される
プラットフォームを作る。
　具体的な取り組みの一つとして、コミュニティー
の中で生きづらさを抱える人やその家族を含めた住
民の寛容性を向上させるまちづくり手法を開発す
る。住宅団地認証制度（仮称）に反映し、全国の自
治体に実装していく。
　ＡＩを活用して個人の健康リスクを可視化。健康
無関心層を含めて自律的に健康行動も促す。子育て
世代・女性の幸福度や障害者・高齢者の生きがいを
向上させる方策も模索する。

寛容性・自律性が高められる科学技術を基盤とした社会技術が
展開されるプラットフォームを開発し、社会実装する 芝生には人を集め、つなげる力がある（福岡市の再開発）

　


Ｓ
Ｗ
Ｃ
政
策
開
発
研
究
セ
ン

タ

の
活
動
に
参
画
し
た
経
緯
を


　
﹁

年
前

２
０
１
０
年
前
後
に

内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局

で
総
合
特
区
と
い
う
新
し
い
施
策
づ

く
り
に
取
り
組
む
中
で

少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
の
中
で
も
元
気
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

﹃
ス
マ

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ

﹄

と
い
う
取
り
組
み
に
出
会
い

共
感

し

応
援
し
て
き
た

健
康
寿
命
を

延
ば
す
ま
ち
づ
く
り
を
志
向
す
る
自

治
体
ト

プ
ら
が
集
ま

た
研
究
活

動
に
も
携
わ

て
き
た

内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
長
を
最
後
に
昨

年
退
官
し
た
が

声
を
掛
け
て
い
た

だ
き

ア
ド
バ
イ
ザ

と
し
て
セ
ン

タ

の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
と
な


た
﹂

　
﹁
国
交
省
で
都
市
局
長
時
代
︵


年
７
月


年
７
月
︶
に
﹃
ウ
オ


カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
﹄
を
打
ち
出

す
機
会
を
得
た

１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
え
て
い
く
今
後

健
康
長

寿
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
街
の
構

造
を
考
え
る
上
で

ウ
オ

カ
ブ
ル

と
ス
マ

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ

が

シ
ン
ク
ロ
す
る
と
思

て
い
る
﹂

　


ア
ド
バ
イ
ザ

と
し
て
の
役

割
は


　
﹁
定
期
的
な
勉
強
会
で
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
行
う
時
に
意
見
を
述
べ
る

ほ
か

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

に
携
わ

て
お
り

今
後

政
策
提

言
に
も
寄
与
し
た
い


年
度
か
ら

政
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ

シ

ン
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｓ
Ｉ
Ｐ
︶
第
３
期

と
し
て

久
野
セ
ン
タ

長
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ

レ
ク
タ

を
務
め
る

﹃
包
摂
的
コ
ミ

ニ
テ

プ
ラ

ト

フ


ム
の
構
築
﹄
の
活
動
が
始
ま


た

ま
ち
づ
く
り
手
法
な
ど
も
論

点
の
一
つ
で
あ
り

サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ

ム
デ

レ
ク
タ

と
し
て
活
動
に
参

加
し
て
い
る
﹂

　


国
交
省
都
市
局
長
時
代
に

﹁
ウ
オ

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
﹂

を
提
唱
し
た
時
の
問
題
意
識
は


　
﹁
そ
れ
以
前
に
都
市
行
政
の
一
環

で
打
ち
出
し
た
﹃
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ


﹄
に
は

人
口
減
少
に
立
ち
向
か


て
持
続
可
能
な
地
域
の
消
費

投

資

雇
用
を
生
み
出
す
狙
い
が
あ


た

し
か
し

投
資
を
抑
制
し

都

市
経
済
・
社
会
を
縮
小
さ
せ
る
施
策

と
誤
解
さ
れ
る
面
が
あ

た

都
市

再
生
の
側
面
で
は

容
積
率
な
ど
の

規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
を
主
体
と
す

る
施
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た

そ
の

施
策
は
引
き
続
き
有
効
だ
が

欧
米

で
は

イ
ノ
ベ

シ

ン
が
起
き
る

よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
目
指
す
ア
プ

ロ

チ
が
見
ら
れ

わ
が
国
で
も
新

た
な
戦
略
を
作
れ
な
い
か
と
考
え

た

国
内
外
の
事
例
を
調
べ
な
が
ら

議
論
を
重
ね
た
が

た
ど
り
着
い
た

結
論
が
人
間
の
普
遍
的
な
特
性
に
立

ち
返

た
﹃
ウ
オ

カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
﹄
だ

た
﹂

　


歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
を

考
え
る
時
の
視
点
は


　
﹁
三
つ
の
視
点
が
あ
る
と
思

て

い
る

一
つ
は
街
の
ス
ケ

ル
だ


都
市
空
間
の
多
く
が
モ

タ
リ
ゼ


シ

ン
に
過
剰
適
用
し
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
反
省
が
あ
る

街

を
人
中
心
の
空
間
に
再
構
築
す
る
に

は

人
と
車

街
と
車
の
関
係
を
考

え
直
す
必
要
が
あ
る

二
つ
目
が
ア

イ
レ
ベ
ル

グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル

こ

れ
ま
で
都
市
計
画
で
交
通
処
理
や
用

途
規
制
を
考
え
る
時

上
空
か
ら
鳥

の
目
で
見
て
き
た

街
を
歩
く
人
の

目
線
で
何
が
心
地
良
い
空
間
な
の
か

と
い
う
考
え
方
が
抜
け
て
い
た
の
で

は
な
い
か

建
物
の
１
階
部
分
は
公

的
な
性
格
を
持
つ
と
い
う
視
点
が
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
﹂

　
﹁
三
つ
目
は
多
様
性
と
寛
容
性


こ
れ
を
理
解
す
る
上
で

次
の
二
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
る

一
つ
が

﹃
ミ
ク
ス
ト
ユ

ス
﹄
と
も
表
現
さ

れ
る
も
の
で

住
宅
街
や
オ
フ

ス

街
の
よ
う
に
単
一
な
用
途
構
成
よ

り

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
混
ざ
り
合


た
街
の
方
が
多
様
な
人
が
集
ま

り

魅
力
が
あ
る

も
う
一
つ
は


人
を
集
め
た
り

つ
な
げ
た
り
す
る

力
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と

芝
生
や
ベ
ン
チ

図
書

館

カ
フ


バ
ル

喫
茶
店
な
ど

で

公
民
館
に
も
注
目
し
て
い
る


た
だ
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
わ
け
で
は

な
く

寛
容
性
あ
る
デ
ザ
イ
ン
や
運

営
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
﹂

　


人
口
減
少
で
コ
ミ

ニ
テ



が
衰
退
し
て
い
る

人
の
つ
な
が

り
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る


　
﹁
家
族
や
会
社
な
ど
の
強
い
絆
だ

け
で
な
く

サ

ド
プ
レ
イ
ス
で
の

複
数
の
弱
い
絆
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
る

オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
イ

ン
タ

ネ

ト
交
流
サ
イ
ト
︶
も
有

効
で

産
後
間
も
な
い
外
に
出
ら
れ

な
い
お
母
さ
ん
た
ち
も
つ
な
が
り
を

持
て
る

強
弱
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
場
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら

絆
を
つ
く
り

育
て

そ
れ

を
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
﹂



国
交
省
で
建
設
・
不
動
産
の
産

業
行
政
に
も
携
わ

た

ま
ち
づ
く

り
の
プ
レ

ヤ

と
し
て
期
待
す
る

こ
と
は


　
﹁
空
き
地
や
空
き
家
を
有
効
利
用

し

人
が
集
ま
る
公
民
館
の
よ
う
な

場
に
す
る

若
い
人
の
チ

レ
ン
ジ

の
場
と
す
る
事
例
が
あ
る

人
口
減

少
を
チ

ン
ス
に
変
え
る
工
夫
が
必

要
だ

歩
き
た
く
な
る
街

人
が
集

ま
り
つ
な
が
る
場
づ
く
り
に
は

地

元
の
協
働
ネ

ト
ワ

ク
が
重
要

だ

地
域
の
建
設
業
や
不
動
産
業
が

活
躍
す
る
場
面
は
多
い
し

期
待
も

大
き
い
と
思
う
﹂


（あおき・よしゆき）年
東大法学部卒、建設省（現国
土交通省）入省。都市局長、
土地・建設産業局長、不動産
・建設経済局長、内閣府地方
創生推進事務局長などを経て
年６月退官。同月４日
付で不動産適正取引推進機構
理事長。同月１日付で筑波
大学スマートウエルネスシテ
ィ政策開発研究センターのア
ドバイザーにも就任。山口県
出身、歳。



　都市の未来図　　Ｒ２国道号渋谷駅周辺地下道工事

現場を支える若手スタッフ

緊張感をモチベーションに
工事主任　加藤　裕二氏

やりがいのある仕事
技術員　猪飼　拓真氏

自分なりの工夫を発信
技術員　萬壽　英敏氏

Ｖ
Ｒ
・
４
Ｄ
シ
ミ

レ

シ

ン
で
安
全
・
精
度
を
確
保

発注国土交通省関東地方整備局　　施工東急建設

プ
レ
キ

ス
ト
化
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

再開発と連動し交通結節点を整備

国土交通省　　
関東地方整備局
東京国道事務所

所長　石井　宏明

■工事場所：東京都渋谷区渋谷二丁目地先～桜丘町地先　
■工事数量：掘削工，㎥、コンクリート，㎥、仮

設工一式、構造物撤去・復旧工一式、舗装工
，㎥　

■工　　期：年７月日～年３月日　
※現場写真・図版提供／東急建設

ボックスカルバートを分割施工し地下道構築

（１１） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

　新入社員研修を経て、配属されたのが当現場で、ちょ
うど１年たったところです。事前に聞いていたとおり、
大規模で忙しい現場で、右も左もわからない状況からの
スタートでした。若手担当者が多い中で、コミュニケー
ションを積極的にとることによって、工事の全容が見え
てきて、半年くらいたったころから自分なりの工夫を発
信するようになりました。その自分の考えが現場に反映
されているのを見ると気持ちが高揚し、仕事の醍醐味を
味わえるようになってきました。

　入社後は地方の現場に従事していて、大都会の渋谷の
現場に異動が決まったときは、大変そうだなという印象
を持っていました。実際、人、車の多さ、夜間の大規模
交通規制に加え周辺の随所で他社による工事が行われて
いるなど、調整をはじめさまざまな苦労があり、気の抜
けない毎日です。仕事量も現在の自分の力量ではこなし
きれないほどのボリュームで忙しい日々ですが、やりが
いを感じることも多く、一層の技術力や知識を身につけ
ようと自己研さんに励んでいます。

　渋谷という世界を代表する街中で、大規模交通規制を伴
い工事を進めるなど緊張感が途切れない現場ですが、若手
を引っ張る立場としてその緊張感をモチベーションに自己
を磨いていくことを意識しています。入社して３年ほど渋
谷再開発工事に携わり、その後、鉄道、震災復興、ダム建
設工事を経験しましたが、渋谷に対する強い思い入れを持
っていました。再び渋谷の現場に配属され、最初の成長の
きっかけとなった渋谷で、街の発展に貢献できるよう働い
ていることに、充実した日々を送っています。 ＰＰＣａボックスカルバートで構築された地下車路

道路規制された現場での部材投入の様子

横引きされるＰＰＣａボックスカルバート部材

現場位置図

統括所長
現場代理人
鈴木　弘一氏

所長
監理技術者
折田　紘一郎氏

ＶＲ・４Ｄシミュレーションによる施工検討

　
東
京
・
渋
谷
駅
周
辺
で
は
数
年
来


１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
大
改

造
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る

民
間

投
資
に
よ
る
大
規
模
な
再
開
発
事
業

と
あ
わ
せ

歩
行
者
デ

キ
や
地
下

道
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
官
民
連

携
事
業
も
同
時
に
行
わ
れ

渋
谷
の

街
は
徐
々
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
る


現
在

渋
谷
駅
の
東
口
と
西
口
で


国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
発
注

の
﹁
Ｒ
２
国
道
２
４
６
号
渋
谷
駅
周

辺
地
下
道
工
事
﹂
が
東
急
建
設
の
施

工
で
進
行
中
だ


　
東
口
の
工
事
で
は

２
０
１
９
年


月
に
渋
谷
駅
宮
益
坂
中
央
改
札
付

近
に
設
置
さ
れ
た
渋
谷
駅
東
口
地
下

広
場
と

同
時
期
に
開
業
し
た
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
の
地
下
１

階
を
結
ぶ
地
下
歩
道︵
東
口
Ａ
通
路
︶

を
整
備
す
る

西
口
の
工
事
と
比
べ

規
模
的
に
は
小
さ
い
が

電
力
線
を

は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
商

業
施
設
の
地
下
躯
体

地
上
部
歩
道

橋
の
橋
脚
な
ど
に
近
接
し
て
い
る
た

め
難
度
が
高
く

周
辺
の
構
造
物
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
る


　
西
口
の
工
事
は
歩
行
者
の
利
便
性

向
上
や
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
目
的

に

国
道
の
歩
道
部
と
歩
行
者
デ


キ
部
を
渋
谷
駅
西
口
の
駅
前
広
場
と

桜
丘
地
区
に

月
末
完
成
予
定
の
再

開
発
ビ
ル
に
つ
な
ぐ
東
西
南
北
方
向

の
地
下
通
路
を

開
削
工
法
に
よ
り

国
道
２
４
６
号
直
下
に
建
設
す
る


地
下
通
路
の
総
延
長
は
約
１
７
０


で
歩
行
者
用

自
動
車
用
の
２
層
構

造

地
下
車
路
は
深
さ
約


ま
で

掘
り
下
げ
延
長
約


幅
約
９



高
さ
約
７

の
２
車
線
ト
ン
ネ
ル
を

ボ

ク
ス
カ
ル
バ

ト
で
施
工
す

る

地
下
歩
道
は
掘
削
深
さ
９
・
５


で

総
延
長
１
１
５


幅
９
・

３


高
さ
５
・
５

の
地
下
空
間

と
し
て
車
路
か
ら
２

強
離
れ
た
高

い
位
置
に
構
築
す
る


　
国
道
２
４
６
号
は
首
都
圏
有
数
の

幹
線
道
路
で
開
削
覆
工
・
開
口


資
機
材
の
揚
重
な
ど
の
主
要
工
事

は

車
両
や
歩
行
者
の
少
な
い
夜
間

に
限
定
し

施
工
箇
所
に
応
じ
て
上

下
４
車
線
の
左
右
や
交
差
点
の
中
央

な
ど
交
通
規
制
範
囲
を
変
え
な
が
ら

実
施


　
統
括
所
長
・
現
場
代
理
人
の
鈴
木

弘
一
氏
は
﹁
ど
の
工
事
で
も
同
じ
で

す
が

安
全
が
最
も
重
要
な
管
理
項

目
で
す

道
路
規
制
は
夜
間
に
限
り

ま
し
た
が
歩
道
は
昼
夜
一
部
を
工

事
エ
リ
ア
と
し
て
使
用
し
て
お
り


第
三
者
災
害
の
防
止
に
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
工
事
を
行

て
い
ま

す

作
業
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は

足
場
か
ら
の
墜
落
防
止
対
策
を

講
じ
る
な
ど

し

か
り
し
た
設
備

を
設
置
し
て
危
険
要
因
を
排
除
し


作
業
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
﹂
と
現
場
運
営
の
基
本
方
針
を

説
明
す
る


　
開
削
工
事
で
は
浅
い
地
下
歩
道
側

を
掘
り
下
げ
た
後

地
下
車
路
側
を

最
深
部
ま
で
掘
削

地
下
構
造
物
に

つ
い
て
は

車
路
側
か
ら
構
築
し


中
央
の
約


に
側
壁
と
頂
版
を
部

分
的
に
プ
レ
キ

ス
ト
部
材
に
置
き

換
え
た
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｃ
ａ
︵
パ

シ

ル

・
プ
レ
キ

ス
ト
︶
ボ

ク
ス
カ
ル

バ

ト
﹂
を
初
め
て
適
用
し
た

東

急
建
設
が
旭
コ
ン
ク
リ

ト
工
業
と

共
同
開
発
し
た
工
法
で

側
壁
と
頂

版
部
材
を
分
割
し
て
路
下
に
投
入

し

台
車
で
横
引
き
し
て
所
定
の
位

置
に
設
置
す
る

ボ

ク
ス
カ
ル
バ


ト
を
分
割
可
能
と
す
る
こ
と
で


投
入
口
を
車
両
規
制
が
最
小
に
な
る

１
カ
所
に
限
定
で
き
る
う
え

切
り

梁
や
土
留
め
支
保
工
が
密
に
配
置
さ

れ
て
い
る
地
下
空
間
内
で
の
横
引
き

が
容
易
に
な
る

横
引
き
さ
れ
た
プ

レ
キ

ス
ト
部
材
は

所
定
の
位
置

に
据
え
付
け
ら
れ

一
部
の
鉄
筋
と

型
枠
を
組
み
立
て
た
後

中
詰
め
コ

ン
ク
リ

ト
を
打
設
し

ボ

ク
ス

カ
ル
バ

ト
を
構
築
す
る


　
一
方

地
上
部
に
は
首
都
高
速
３

号
渋
谷
線
や
渋
谷
駅
西
口
歩
道
橋
が

架
橋
さ
れ

地
下
空
間
に
仮
設
構
造

物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
条
件
下
で
安

全
に
部
材
を
投
入
し

高
い
施
工
精

度
を
確
保
す
る
た
め

ゲ

ム
用
エ

ン
ジ
ン
を
用
い
た
Ｖ
Ｒ
と
３
Ｄ
モ
デ

ル
に
時
間
軸
を
組
み
込
ん
だ
４
Ｄ
シ

ミ

レ

シ

ン
を
採
用
し
た

部

材
の
揚
重
や
搬
送

ボ

ク
ス
カ
ル

バ

ト
の
施
工
状
況
な
ど
を
時
間
軸

で
予
測

検
証
し

既
設
構
造
物
と

の
干
渉
や
事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
な
が
ら
最
善
の
施
工
計
画
を

作
成
工
事
関
係
者
全
員
が
安
全


施
工
手
順
に
関
す
る
情
報
を
共
有
化

す
る
こ
と
で
安
全
・
品
質
の
確
保


工
程
短
縮
に
つ
な
が

て
い
る
と
い

う


　
所
長
・
監
理
技
術
者
の
折
田
紘
一

郎
氏
は
﹁
当
社
は
渋
谷
駅
周
辺
で
多

く
の
整
備
事
業
に
携
わ

て
お
り


そ
の
中
で
も
本
工
事
は
看
板
プ
ロ
ジ


ク
ト
で
す

単
に
工
事
を
行
う
だ

け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取

り
組
み
や
技
術
的
な
革
新
に
チ

レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す

そ
の
成
果
を
外

部
に
発
信
し

生
産
性
の
向
上

働

き
方
改
革

業
界
の
イ
メ

ジ
ア


プ
に
役
立
ち
た
い
と
日
々
意
識
し
て

い
ま
す
﹂
と
注
目
度
の
高
い
現
場
に

従
事
し
て
い
る
使
命
感
を
語
る


　
車
路
側
の
ボ

ク
ス
カ
ル
バ

ト

の
構
築
は
完
了
済
み

今
後

地
下

歩
道
の
約


の
中
央
部
も
Ｐ
Ｐ
Ｃ

ａ
ボ

ク
ス
カ
ル
バ

ト
で
施
工
す

る

来
年
３
月
末
の
無
事
故
無
災
害

で
の
完
成
を
目
指
し

数
々
の
制
約

条
件
や
課
題
に
対
応
し
た
複
雑
な
工

事
に
現
場
職
員

作
業
員
が
一
丸
と

な

て
挑
ん
で
い
る


　
鈴
木
氏
は
﹁
作
業
所
に
は
約

人

の
技
術
系
職
員
が
従
事
し

そ
の
う

ち

代
と

代
が

人
と
若
手
が
多

い
の
も
特
徴
で
す

風
通
し
が
良
く

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
活
発
な
現

場
運
営
を
心
が
け
て
お
り

彼
ら
が

一
日
も
早
く
自
立
し

現
場
責
任
者

と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
﹂
と
話
す


　東京国道事務所は東京区内の国道路線、㎞の
整備・管理を担当しております。当事務所の特徴として、
渋谷、新宿、品川などのターミナル駅周辺における、道
路空間を立体活用した官民連携での交通結節点整備が上
げられます。
　国道号が接する渋谷駅周辺は、商業・業務施設が
集中する日本を代表する街の一つですが、人や車で常に
混雑しているとともに、鉄道やバスの乗り換えが不便で
あるなど、さまざまな課題を抱えています。一方、駅周
辺では年に一度と呼ばれる民間再開発が進められて
いることから、東京国道事務所では再開発と連携しなが
ら、民間ビルや鉄道駅と直結する歩行者デッキや地下道
の整備など歩行者ネットワークの構築や回遊性向上を図
る取り組みを推進しております。

　これまでに、東口の歩行者デッキと地下道を年度
に、西口の歩行者デッキを年度に供用したところで
す。現在、「Ｒ２国道号渋谷駅周辺地下道工事」に
おいて西口の地下道の整備を進めており、引き続き、歩
行者の利便性向上や道路交通の円滑化に努めてまいりま
す。
　また東京国道事務所では、建設現場の生産性向上を図
るとともに、建設業が若い世代にとって魅力ある産業と
するため、ＢＩＭ／ＣＩＭデータの活用などインフラ分
野のＤＸ化に事務所一丸で取り組んでおり、本工事現場
においてもプレキャスト部材の活用、３次元モデルやＶ
Ｒ技術などを活用した施工計画の検討などを行っており
ます。
　今後も、人・モノが集中する東京の都市基盤を支え、
快適でより豊かな社会を実現するための道づくり、まち
づくりを進めてまいります。

ＰＰＣａボックスカルバートの概要

事業完成イメージ

渋谷駅や民間ビルと直結する歩行者デッキ（写真提供／東京国道事務所）



東武伊勢崎線（とうきょうスカイツリー駅付近）連続立体交差事業　　都市の未来図　

Ⅲ工区 Ⅱ工区 Ⅰ工区

軌道仮受け方式で狭あいな敷地に対応
東急・河本ＪＶ　

所長　谷　智広

仮設桟橋設置で円滑な搬出入を実現
大林・東武谷内田ＪＶ

所長　櫛谷　洋史

近隣配慮を徹底して施工中
鹿島・東武谷内田・東鉄ＪＶ

所長上仲　哲郎

踏
切
除
却
で
ま
ち
を
一
体
化

魅力ある　　　　
まちづくりを推進

墨田区長　山本　亨

事業区間約．㎞を高架化 事業主体：墨田区　　　　　
施　行　者：墨田区、東武鉄道

■工事名称／東武鉄道伊勢崎線（とうきょうスカイツリー駅
付近）連続立体交差事業　

■所　在　地／東京都墨田区押上二丁目～墨田区向島一丁目　
■事業主体／墨田区　
■施　行　者／墨田区、東武鉄道　
■施　　工／Ⅰ工区：鹿島・東武谷内田・東鉄ＪＶ　

Ⅱ工区：大林・東武谷内田ＪＶ　
Ⅲ工区：東急・河本ＪＶ　

■工　　期／年１月～年３月（踏切除却予定）

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

　Ⅰ工区は全３工区のうち最も東側の曳舟駅方に位置し、延長ｍの高架
化および伊勢崎線第２号踏切の除却を行っています。敷地南側は京成押上線
が隣接し、地下には東京メトロ半蔵門線が走るため、営業線だけでなく全列
車の安全輸送を最優先としています。環境面では特に曳舟駅方に広がる住宅
街に配慮し、着工時から積極的に住民の皆さまと対話を重ねて関係構築に努
めています。振動・騒音を抑制して工事を進めているところです。
　現場は工事用道路が設置できないなど狭あいな敷地で、一日分の資材を置
くスペースしか確保できません。日ごとに必要な資材を搬入できるように、
従来よりも緻密な施工計画を作成し、軌陸車やクレーンで夜間搬入を実施し
ています。第一期施工では、北側に線路を移設して高架橋を構築する仮線方
式を用いて上り線を高架化しました。上り線踏切部ではＨ鋼埋込桁をｔ
クレーンで架設し、狭小地で安全かつ高精度に仕上げました。またコンクリー
ト打設後に脱型を必要としない鋼製型枠を採用することで、道路の建築限界
を確保しました。
　今後も職員や協力会社、近隣の皆さまとのコミュニケーションを図り、安
全第一で第二期施工にあたる下り線の高架化工事を進めていきたいと考えて
おります。

　Ⅱ工区では新たなとうきょうスカイツリー駅の建設を含む延長ｍの高
架化工事を担当しています。現場は日本屈指の観光地であり、住民も多い地
域のため、観光客、第三者に不快感を与えない施工に努めています。また鉄
道営業線はもちろん、近接する東京メトロ半蔵門線にも影響を与えないよう
最大限配慮しています。
　年月に着工し、上り線の高架橋はすでに完成・供用開始しました。
　現在は下り線高架橋の構築に着手しています。本現場は搬出入口を押上駅
前広場側に１カ所しか設けられず、限られた工期の中で敷地奥から順に施工
を進めなければならないという問題を抱えていました。そこで仮設桟橋を設
置することで、工事車両の往来や複数の高架橋の同時施工を可能とし、工期
短縮を図っています。
　また、建設ＤＸの一環として、当社が開発した「デジタルツインアプリ」
の実証実験を行っています。本アプリは、誰でも簡単に３Ｄモデルを使って、
施工検討や施工管理を行うことを目指しており、実用化されれば生産性の向
上と働き方改革の実現に貢献できます。
　押上・業平橋地区は旧浅草停車場新設工事以来、当社および協力会社が数々
の施工に携わってきたゆかりの土地です。新たな年に向けて後世に残る
高架橋と駅の完成を目指してまいります。

　Ⅲ工区では現・とうきょうスカイツリー駅を含む浅草方の延長ｍで、
五つの高架橋と四つの単版桁を施工しています。現在までに五つのうち上り
線に必要な高架橋一つが完成し、年月の切換工事によって上り線の高
架化が完了しました。
　現場は築年以上の既設高架橋と現在の駅舎・ホームに囲まれた狭あいな
環境です。そのため一般的な高架構築である既設線を横に移設し、跡地で高
架橋を構築する「仮線方式」を用いることができません。本工事では「軌道
仮受け方式」を採用し、既設線を工事桁と仮橋脚で受け替えて、営業線直下
で既設ＲＣ高架橋の解体と新設ＲＣ高架橋の構築を実施しています。工事桁
の架設は列車運行に支障をきたさないように終電後から始発までの約３時間
で安全かつ高精度な施工が求められます。そこでＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
上空架線や周辺施設の３Ｄ点群データ化したり、既設高架橋や架設工事桁は
図面から３Ｄモデルを作成したりするなど生産性向上を図りました。ＩＣＴ
技術を用いた施工シミュレーションを重ねることで、関係者全員が短時間で
工事イメージを共有し、高精度な施工につながっています。
　今後も列車の安全運行と第三者災害防止を徹底しながら、現場で一丸とな
って日々の業務を遂行してまいります。

軌道仮受け方式による高架橋施工状況（写真提供：東急・河本ＪＶ） Ⅱ工区全景（浅草方）（写真提供：大林・東武谷内田ＪＶ） 上り線高架橋の施工状況（写真提供：鹿島・東武谷内田・東鉄ＪＶ）
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　墨田区では、鉄道４路線が集中する「とうきょうスカ
イツリー駅周辺地区」を「広域総合拠点」および「国際
観光拠点」として位置付け、地域特性を踏まえた魅力あ
るまちづくりを進めています。中でも、とうきょうスカ
イツリー駅付近にある踏切の除却による交通渋滞の解消
及び地域の安全性の向上、加えて、鉄道により分断され
ていた南北の市街地への円滑な行き来の実現は、地域の
皆様の悲願であるばかりでなく、区民全体の望みでもあ
ります。
　本連続立体交差事業は、年に都市計画の決定、翌
年に事業認可を取得し、国や東京都から、財政的支援や
技術的支援を得ながら、墨田区が事業主体となって東武
鉄道とともに推進している事業です。
　年月には上り線の高架化が完了し、浅草方面の
新しい駅舎とホームの使用が開始されました。また、地
上を走る線路が２線から１線となったことで、踏切の除
却に向けて一歩前進しました。現在は、下り線および一
部留置線の高架橋築造工事を進めています。
　今後も地域の皆さまの期待に応えられるよう、本事業
を着実に進めていくとともに、これを契機に、南北市街
地の一体化や高架下利用を見据えた魅力あるまちを形成
していきます。

縦断図 　 　 　 　 　 　写真・図表提供：墨田区



　都市の未来図　　国道号大滝トンネル

ＮＡＴＭによる掘削進む

二つの前方探査で高精度に施工

発注：埼玉県　　施工：大林・西武・斎藤ＪＶ
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行
時
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と
安
全
性
向
上
を
実
現

埼玉県西関東連絡道路
建設事務所　　　　　

所長　木村　良雄

安全第一で一日も早い供用開始を

（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）

中和処理施設 トンネル入口 ドリルジャンボ

　埼玉県は秩父市で「国道号大滝トンネル（地域高規格道路、西
関東連絡道路）」の整備を進めている。本工事では安全性向上や走行
時間短縮を目的に、約７㎞の現道を直線化する約２㎞のトンネルを構
築する。幅員はｍで、車線数は２車線。トンネルは埼玉県の関越自
動車道の花園ＩＣと、山梨県の新山梨環状道路を結ぶ地域高規格道路
「西関東連絡道路」の一部になる。埼玉県が発注し、施工は大林・西
武・斎藤ＪＶが担当。年３月末の完成を予定している。

大林・西武・斎藤ＪＶ
古家　義信所長

給水養生「アクアカーテン」
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■工事名称：道路改築工事（大滝トンネル本体工）
■発　注　者：埼玉県（西関東連絡道路建設事務所）
■事業区間：【起点】埼玉県秩父市荒川白久地内

【終点】埼玉県秩父市大滝地内
■施　　工：大林・西武・斎藤特定建設工事共同企業体
■延　　長：約．㎞（うちトンネル区間．㎞）
■幅　　員：．ｍ（車道幅．ｍ×２車線、歩道．ｍ、路肩．ｍ×２）
■工　　期：年月日～年３月日

写真提供：大林・西武・斎藤ＪＶ

トンネル入口の作業ヤード

広域図（出典：埼玉県ＨＰ）

　国道号「大滝トンネル」は、埼玉県（関越自動車
道花園ＩＣ）と山梨県（新山梨環状道路）を結ぶ西関東
連絡道路（地域高規格道路）の一部として、秩父市大滝
地区に計画された延長，ｍの山岳トンネルです。
年度から国道号として埼玉県が整備を開始いたしま
した。

　秩父市大滝地区における国道号の現道は、急斜面
の山裾を切り開いた道路であるため、落石や岩盤崩落な
どの災害が頻発しており、その都度通行止めや片側交互
通行など物流や日常生活に支障をきたしています。
　さらに、この区間は迂回路がないため、災害時に寸断
されると避難や物資の輸送に大きな支障となります。　
　大滝トンネルの整備により、このような現道約７㎞の
区間を約２㎞のトンネルでショートカットし、走行時間
の短縮や安全性の向上、地域の防災力強化、観光地への
アクセス改善など、多くの効果が発現します。
　現在のところ、掘削延長で約，ｍ程度まで進ちょ
くしておりまして、本体掘削工事の後には、トンネル内
の舗装、照明などの設備、トンネル前後の取付道路や交
差点の整備を行っていく予定です。
　県といたしましても、一日も早く供用開始となります
よう、引き続き事業を事故無く安全に推進して参ります。



写真・図版は宇都宮市、芳賀町提供　芳賀・宇都宮ＬＲＴ整備事業
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まちの魅力向上、活性化に期待
芳賀町長　大関　一雄

スーパースマートシティの実現へ
宇都宮市長　佐藤　栄一
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業

宇都宮駅東口～芳賀・高根沢工業団地約．㎞を先行整備
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　芳賀町では、ＬＲＴ開業の年として、町の持つ魅力を最大限に引き出し
ながら、持続可能なまちづくりの実現に向けて各種事業を進めています。
　ＬＲＴにつきましては、誰もが移動しやすい交通環境を創出するため、
年３月、宇都宮市の「東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針」を
受け、地域経済の振興、教育、医療、福祉など町民生活の向上等、鉄道の
無い芳賀町にとっては、利便性の向上のみならず、芳賀町のシンボルとし
て魅力の向上につながり、新たな人の流れを生み出すことができるものと
して、同年月に町議会との連名で「ＬＲＴ整備に関する要望書」を提出
いたしました。
　これまで宇都宮市や宇都宮ライトレール株式会社と連携を図るととも
に、県道・町道部における道路改良工事等は、栃木県のご協力をいただき
ながら取り組んでまいりました。
　このような中、ＬＲＴの整備をはじめとしたまちづくりの効果として、
沿線付近の地価上昇や、年度から転入者数が転出者数を上回る転入超
過が続くなど、ＬＲＴを軸としたまちづくりを進める芳賀町の将来性に期
待が高まっていると感じています。今後は、ＬＲＴの利活用を進め、町の
活性化を図ってまいります。
　本年度はＬＲＴの開業のみならず、町制施行周年を迎えることから、
引き続き、関係者の皆さまのご協力をいただきながら、未来に躍進するま
ちを目指し、町民の皆さまとともに、新しい風を芳賀町に吹かせてまいり
ます。

　このたびは、国内初の全線新設となる「芳賀・宇都宮ＬＲＴ」の整備に際し、関係者
の皆さまのお力添えのもと、いよいよ本年８月に、ＪＲ宇都宮駅東側の開業を迎えられ
ますことに心から感謝申し上げます。
　宇都宮市では、目指すまちの姿である、「子どもから高齢者まで、誰もが豊かで便利
に安心して暮らすことができ、夢や希望がかなうまち『スーパースマートシティ』の実
現」に向けて、全力で取り組んでおります。この『スーパースマートシティ』は、誰も
が移動しやすく、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、「都市拠点」「地域拠点」
などの拠点間を交通ネットワークで結ぶ「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成を
まちづくりの基盤としながら、「人」と「デジタル」を原動力に、地域の絆を深め、共
に支え合う「地域共生社会」、誰もが活躍し、人・モノ・情報が行き交う「地域経済循
環社会」、ＣＯ排出量を実質ゼロとする「脱炭素社会」の三つの社会づくりに取り組
むことで、持続可能な都市を目指すものです。
　開業予定の「芳賀・宇都宮ＬＲＴ」は、騒音や振動が少なく快適な乗り心地を提供す
るだけではなく、世界でも類を見ない、家庭ごみ等の焼却による発電など、再生可能エ
ネルギーを地産地消し走行する、ＣＯを排出しない、人や環境に優しい乗り物であり、
路線バス、地域内交通などと連携した階層性のある公共交通ネットワークの構築に必要
不可欠な都市の装置であります。
　ＬＲＴ開業後におきましても、引き続き、関係者の皆さまのご協力をいただきながら、
今を生きる市民と未来を生きる子どもたちが、豊かで便利に安心して暮らすことができ
る『スーパースマートシティうつのみや』を皆さまと共に創り上げ、国内外に本市の魅
力を積極的に発信してまいります。

「雷の稲光」をモチーフに黄色をシンボルカラーとした車両車両基地 試運転の様子

宇都宮駅東口停留場芳賀・高根沢工業団地停留場

鬼怒川橋りょう ルートマップ



　都市の未来図　　写真は各社提供

三軌建設　軌道工事（分割１号） 河本工業　軌道工事（分割３号）

東鉄工業　県道宇都宮茂木線軌道工事東武建設　ＬＲＴ車両基地軌道工事

日本電設工業　電車線路設備工事 新生テクノス　電車線路設備工事（分割２号、分割４号、分割７号）

（１５） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１６日　（金曜日）
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施工中の現場の様子
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監理技術者
　大石　祐樹氏

　本工事はＬＲＴ優先整備区間であるＪＲ宇都宮駅
東口～本田技研北門までの約．㎞（複線）のうち、
ＪＲ宇都宮駅東口から平出町間の約．㎞（複線）
の軌道工事を担当しました。軌道構造は樹脂固定軌
道及びバラスト軌道であり、レール種類は薄型レー
ル・溝付きレール及びＴ型レールの３種類がありま
す。
　当該区間には宇都宮駅東口停留場に溝付きレール
を使用したＲ＝ｍの急曲線部や施工区域全体で交
差点部がカ所ありました。どちらも施工方法が課
題であったため、試験施工を実施し現場における課
題抽出を行い、発注者とも協議し対策を講じること
で円滑に進めることができました。
　施工箇所は市街地であり交通量も多く、工事を進
めていくにあたり騒音・振動には十分に気を付ける
必要がありました。また、工事種類によっては、施
工箇所をシート等で全覆いし飛散防止等の対策を行
うことで周辺住民への配慮を行いました。
　工事は他業者・他業種と輻輳しており工程の調整
に苦慮しましたが、発注者と密に連絡・調整を行う
ことで、無事故で工期内に工事を完遂することがで

きました。宇都宮市の地域活性化に貢献する事業に
携わることができて嬉しく思います。

現場代理人
　長谷川　正直氏

自動追尾トータルステーション㊧。測量結果は
瞬時にスマホへ送信される

工場でのサンドブラスト処理の様子

　Ｔ型レール樹脂固定軌道は、サンドブラスト工法
で施工しなければなりませんが、現場は交通量が多
く常に渋滞が起こる場所で、風による除去物の飛散
や周辺商店街への作業中の騒音対策が課題でした。
そのため、発注者と施工方法の変更を協議し、Ｔ型
レール（Ｌｍ）の長い生産ラインを持つ工場で
サンドブラスト処理を行い、飛散・騒音のリスクを
解消しました。
　施工箇所の道路は左右のカーブと縦断起伏が多
く、道路に沿って上下線のレールを設置し、通常は
２次元の点と点を結び位置と高さを算出します。し
かし、測量技術者等の不足で昼夜間の施工工程に間
に合わすことが難しい状況でした。そこで線形、縦
断、横断の設計データを３次元データ化し、ＩＣＴ
の自動追尾型トータルステーションで測量を行い、
測量技師不足の解決と技術的な工夫で工期短縮につ
なげました。
　安全対策では、強風に耐えられる特注の大型テン
トを張って一般車両へのリスク低減を図るととも
に、炎天下の路上作業の熱中症対策として、スポッ
トクーラ等を設置できたため快適な作業環境が構築

され、工程短縮につながりました。
　工事期間中は約半々の昼夜間施工でかなり大変で
したが、芳賀・宇都宮ＬＲＴ整備事業に関わること
ができ、手際の良い工事に良いイメージを持ってく
ださった方もいて、大変うれしくやりがいがありま
した。

一般部停留場付近の施工後

急曲線部交差点の施工後

　ＬＲＴ新線路の特殊な軌道構造の中での施工で
す。掘削された道路の中央部を敷き均し、ハーフス
ラブと呼ばれる標準Ｌ４ｍ×Ｗ．ｍ×Ｈ．ｍの
コンクリートブロックをレール下左右にそれぞれ設
置します。軌間内には鉄筋を配筋してコンクリート
を打設し、Ｎレールを挿入後、特殊樹脂を注入し
てレールを樹脂固定する特殊な軌道構造です。交差
点内はフルプレキャストスラブと呼ばれるコンク
リートブロックを道路掘削後に設置し、ＲＭの
急曲線箇所では溝付レールと呼ばれる特殊レールを
挿入して樹脂固定します。
　特殊な軌道構造だったため、試験施工を実施し詳
細な打ち合わせを行いながら工事を進めました。施
工箇所は全て樹脂固定軌道となっており、樹脂注入
後の軌道整正が困難なため、軌道の仕上がり状態の
確保が大変重要となりました。スラブの設置から樹
脂注入までの施工管理（仕上がり確認）を確実に実
施することで、施工後の軌道仕上がり状態は、施工
区間全線で基準値内に収めることができました。安
全面に関しても場面ごとに異なる交通規制工事等が
多くありましたが、無事故で終えることができまし
た。

現場代理人
　稲川　正美氏

施工中の現場の様子

　当社はＬＲＴ車両基地のＴ型レールバラスト軌道
（直線部、曲線部），．ｍを施工しました。車
両基地には何本も線路があり、場内が広いため、施
工する場所が分かりやすいように、番線名を表示し
たり、外側の仮囲いにキロ程を表示したりしました。
毎月ドローンで空撮を行い、進捗の確認や履行報告、
打ち合わせなどに使用しました。
　電気関係工事と施工時期が重なったため、東端の
試運転線へつながる分岐器は、敷設後、工事完了ま
での間、軌陸の工事車両の通行が頻繁にあったこと
から、道床肩部に安定材を散布し、軌道狂いを防ぎ
ました。
　建築限界の確認には、他の鉄道会社の施工の際に
使用している建築限界定規を、芳賀・宇都宮ＬＲＴ
用に調整し使用しました。定規は持ち運びの便利さ
やレールへの記録のしやすさのため、木製スコヤで
はなくレーザースコヤを使用しました。またバラス
トの下の路盤の中にある埋設物を損傷しないよう
に、カラーコーンに看板を設置したりライン引きで
明示したりしました。
　安全管理面では、並枕木を加工して作った車止め

を要所に設置し、軌道上での当社軌陸車の逸走や、
他社の軌陸車や芳賀・宇都宮ＬＲＴ車両の誤進入を
防止しました。芳賀・宇都宮ＬＲＴ車両の試運転を
実施している線路の近くには、安全ピンと安全ロー
プで囲いをして、視認性を高め、当社だけでなく他
の作業員や職員の誤進入を防ぎました。車両の後進
時は誘導員無しでは行わないように徹底して、後進
時の接触事故を防ぎました。
　工期の中でも、多くの制約を受け、他社の作業と
の調整に苦労しましたが、発注者の担当者様、鉄道
工事の経験豊富な協力会社の人たちに助けられ、無
事に完成できたことを、大変うれしく思います。Ｌ
ＲＴが多くのお客さまを乗せて運行しているところ
を、早く見たいと思います。

　当社（ＪＶ含む）は、宇都宮駅東口から芳賀・高
根沢工業団地停留場間約．㎞のうち宇都宮市エリ
ア５／８工区約．㎞と芳賀町エリア１／１工区約
．㎞の電車線路設備工事および宇都宮市内１カ所
の新築受変電設備工事を施工しました。
　工事にあたっては、当社交通技術統括部への相談
や教科書の活用、各地の路面電車施工経験者への相
談など事前にさまざまな検討を行いました。
　今回の新設軌道工事は今まで経験してきた鉄道工
事とは現場の環境が異なる事が多く、施工方法の検
討を入念に行いました。また、多くの他業種工事が
並行して作業を行っているため、各工事責任者との
工程調整も頻繁に行いました。
　清原工業団地内の交差点部分（市道、号
線）では、通行止めの規制をかけながら午後時～翌
日午前５時の夜間に電車線の調整を実施しました。
　新設の路面電車は年ぶりということで貴重な経
験ができました。８月の開業が楽しみです。

鉄道本部
設計コンサルティング部
担当課長（ＬＲＴ推進担当）
　杉浦　耕司氏
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　当社は地元電設会社とＪＶを組み、宇都宮駅東口
付近と平石から清陵高校前間、車両基地の電車線路
設備新設を施工しました。当社では初めてのＬＲＴ
工事であったため、事前に富山市のＬＲＴ営業線の
視察を行い、施工図面や使用する材料に関する理解
を深めました。これにより必要な施工体制や施工方
法を事前に検討することができました。
　電車線路の関係者では連絡会議を毎月開催し、施
工方法や設備仕様についての情報共有や参考となる
事例等の水平展開を図りました。電車線路以外の作
業との競合時には、上部から工具材料を落下させな
いよう事前に関係者と打ち合わせるとともに、定期
的に開催されるエリアごとの工程会議でも、当社の
作業手順書を競合作業の各現場代理人に周知し、極
力他作業が電車線路作業と競合してしまうことがな
いよう調整しました。
　鉄道工事では経験することが少ない道路への管路
埋設もあり、当初は施工上の手戻りなどで苦戦して
いました。社内の鉄道以外の部署から経験者を入れ
たことで施工方法の検討や手配ができ、工程通り進
めることができました。沿線では施設系統との競合

による工期圧迫も想定されましたが、共同で測量す
ることを提案し、作成した図面を用いた打ち合わせ
も実施しました。これにより、軌道敷設前に電化柱
の新設が可能となり工程遅延を回避しました。
　作業現場では、試運転日が近づいてくるとカメラ
で撮影する市民の方が増え、期待の大きさを感じな
がら施工していました。工事着手時には、列車が走
行することなど想像できない現場の状況でしたが、
実際に試運転列車の走行が始まると、抱えていた不
安要素がなくなり安堵（あんど）するとともに達成
感を感じることができました。開業後にＬＲＴが宇
都宮市の皆さまの足として定着していくことが楽し
みです。
　最後にＪＶとして協働させていただいたＭテク
ノ、とちぎエレックス、宇都宮電設工業の各社様に
もこの場を借りてお礼申し上げます。

現場代理人・監理技術者
　渋谷　博行氏

現場代理人
　西山　敏史氏


